
大
正
岡
修
六
月
二
守
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B
第
三
国
情
開
催
物
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可
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毎
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一
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一
回
礎
自
日
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H
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人
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制
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士
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士
石
川
興
二

:
:
・
糾
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中
博
士
賂
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虎
三
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経
済
酬
明
博
士
谷
口

士
一
は
ま
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四

町

内

九

園
際
的
再
保
険
と
矯
替
相
場
の
壁
動
・
・
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終
済
事
士
佐
渡
官
一
千

シ
ユ
ラ
!
の
保
護
貿
易
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;
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士
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倉
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ミ
ゥ
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の
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つ
い
て
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:
:
:
終
消
棋
士
服
部
新
一

円
冒
凡

土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料
・

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動

農
民
の
税
外
貨
捲剛

山
鵠
跡

新
着
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題
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話
回
申
博
士
八
木
芳
之
助

・
・
神
間
一
立
工
大
塚
一
朗

相
土
問
事
士
柏
井
象
雄
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農
民
の
税
外
負
携

1

1

特
に
部
落
協
議
費
に
就
い
て

事自

~t 

雄

象

問

題

の

範

園

)
 

一
部
市
消
吻
議
貨
の
肝
完
走
付
経
済
の
窮
乏
・
委
任
事
務
費
の

(
 

4
M
m
・
此
~
干
の
世
帯

L

買
に
基
〈
山
混
同
人
の
稲
枕
負
捻
特
に
地
方
従
負

JI~:: 
") 

トぃ

b
r
い

1
一、
l
j
H
N
I
ι
f
J
円
拘
2
1
1
J
A，
ん
v
h
~
j
h
v引
ト
ト
し
守
山
-
勺
〉
J

パル↑一

J
h
H
T
-
{
A
1
6
z
q
J
{
/
d
F十
ω
よ
l
E
v
止
d
'
k
h
h
y
b
U
1
J
J

た
。
成
凶
内
閣
が
そ
の
舵
制
改
革
の
円
棋
中
に
中
央
・
地
方
を

通
や
る
税
制
の
根
本
的
整
現
な
る
項
目
を
渇
げ
て
ゐ
た
の
も

か
L

る
瑚
一
由
に
装
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
や
農
民
の
租

税
負
捨
特
に
地
方
税
負
捲
が
著
し
く
腕
滅
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ

る。
然
し
乍
ら
農
民
の
粧
品
円
生
活
を
犀
迫
す
る
も
の
は
、
必
や
し

も
租
税
負
婚
の
み
で
は
無
い
。
此
の
他
に
幾
多
の
公
課
所
謂
除

外
負
婚
が
あ
る
。
此
等
の
枕
外
負
擦
の
中
に
あ
っ
て
も
特
巴
里

要
友
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
の
は
部
落
協
議
費
で
る
る
。
部
落
協

農
民
自
税
制
汁
負
靖

議
費
と
は
一
般
に
、
「
各
戸
の
申
合
せ
に
依
り
共
の
部
落
中
に
於

け
る
公
谷
上
の
協
議
に
依
り
、
叉
は
峨
議
に
基
き
施
行
す
る
事

業
の
費
用
で
あ
っ
て
、
市
町
村
の
手
の
及
ば
ざ
る
も
の
か
、

は
市
町
村
と
し
て
取
扱
い
雑
い
も
の
で
あ
る
。
-

と
云
は
れ
て

ゐ
る
。
且
之
に
局
す
る
も
の
と
し
て
、
道
路
の
小
修
様
・
街
頭

結
火
・
渡
航
・
撒
水
・
清
潔
法
の
施
行
・
産
業
奨
励
・
災
害
時
胤
防
・
夜

警
・
紳
枇
寺
院
の
修
締
・
冠
婚
葬
祭
・
入
市
道
管
兵
の
送
迎
・
家
族
慰

問
。
移
民
時
仙
沼
円
・
符
穣
納
枕
崎
一
助
等
に
閥
す
る
協
議
に
捨
雪
山
必

bJh一J
L
ト
'
」
出
ミ
引
メ

A
f
f
J
J一
1
f
h仰
r
d
o
u
h
J
t
Tト
イ

川

巾

一

ご

j

J
i
-
-
y
d
l
y
t
)
l
t
i
i
v
j
，

f
J
V
P
R

ご

1
『

l

部
落
協
議
費
は
市
町
村
財
政
の
範
闘
外
に
あ
る
需
で
る
る
。
然

し
乍
ら
部
落
協
議
費
の
中
に
は
市
町
村
財
政
か
ら
は
み
出
し
て

部
市
滑
に
樽
嫁
さ
れ
た
部
分
が
多
分
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
。

し
か
も

此
等
は
部
落
民
に
賦
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

か
く
れ
た
租

税
負
捨
と
し
て
の
性
質
ち
多
分
に
持
っ
て
ゐ
る
。
特
に
此
の
傾

向
は
農
村
に
於
て
甚
だ
し
い
。
例
へ
ば
東
北
の
あ
る
農
村
の
如

き
は
付
従
の
制
限
外
課
税
を
行
は
や
、
部
落
協
議
突
を
以
て
村

財
政
を
援
助
し
て
ゐ
る
と
さ
へ
一
去
は
れ
て
ゐ
る

G

従
っ
て
部
落

協
議
費
負
捻
を
も
併
せ
て
考
慮
す
る
事
に
依
っ
て
、
農
民
の
租

第
四
十
四
巻

四
七
五

第

抗

一
三
五

又

汐見博士、書I~務協議費の研究(経済論叢第四十一巻第一波)
汐見博士、同 1:2) 



農
民
の
税
外
負
権

税
負
擦
に
闘
す
る
問
題
は
一
居
明
瞭
に
理
解
す
る
事
が
出
き
る

の
で
あ
る
。
の
み
反
ら
宇
部
落
は
地
方
圏
慌
の
最
小
軍
位
で
あ

り
、
部
落
協
議
費
の
研
究
は
地
方
財
政
研
究
の
出
委
黙
と
し
て

も
極
め
て
京
要
注
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
。

か
a
h

る
現
山
に
基
い
て
私
は
農
民
の
校
外
負
捨
を
見
る
に
首

っ
て
特
に
問
題
を
そ
の
部
落
協
議
資
負
捨
に
限
定
し
た
。

HZAγM「1
h
-
子
葺

Jq
土
刀
日
引

!
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主
つ
伽
ミ
釘
唱
之
市
叫
、
戸
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k
J
Z
7
t
外
出

H

I
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A
-
-
P
1
1
L匂

}
a
E川
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H
H
1
1
J
i
ト
hn

，d
q
s
J
7
1ド
f々
し

》

配

川

F
m
q
J
J
C
ι
t
f

に
於
け
る
税
外
負
擦
を
調
査
し
て
ゐ
る
o
印
四
十
四
市
町
及
び
百
七

十
三
ケ
村
を
選
ん
で
、
夫
々
の
税
外
負
携
と
し
て
一
法
令
に
準
旅
す

る
産
業
開
世
(
農
舎
・
向
業
令
議
所
・
耕
地
整
理
組
合
・
水
利
組
合
・
斎

産
組
合
等
)
二
法
令
に
準
捺
せ
ざ
る
産
業
関
鶴
(
民
家
小
組
合
・
商
工

合
・
出
荷
組
合
・
各
種
間
業
組
合
・
護
軍
組
合
・
副
業
組
合
等
)
司
産
業

に
闘
せ
ざ
る
闘
樟
(
部
務
・
青
年
間
・
女
子
育
年
国
・
柱
部
卒
人
合
・
赤

十
字
社
・
愛
闘
婦
人
合
等
)
等
に
闘
す
る
負
櫓
猷
況
を
調
査
し
て
ゐ

る。

そ
り
結
果
に
依
れ
ば
一
戸
常
負
捲
は
農
村
の
方
が
都
市
よ
り
も

遁
か
に
重
〈
な
っ
右
ゐ
る
。
日
農
村
田
一
穂
負
櫓
額
は
寸
法
令
に
準
依

す
る
産
業
闘
醐
臣
、
六
一
二
、
一
一
一
一
一
国
司
法
令
に
準
按
せ
ざ
る
産

業
闘
段
、
七
五
、
八
=
二
回
一
一
一
産
業
に
腕
せ
ざ
る
圏
峰
、
四
五
二
、

コ
一
三
五
、

ニ
O
コ
一
圏
、

中
部
落
協
議
費
、

四
八
七
固
で
あ
る
。

文
内
務
省
地
方
則
政
概
要
は
部
落
協
議
費
を
土
木
及
水
利
費
・
利

批
及
寺
院
費
・
響
備
費
・
事
務
及
事
務
所
費
・
衛
生
費
・
勧
業
費
・
そ
り

勝智弘
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分
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夫
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て
ニrて
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様

な
数
字ご

を
掲
げ
で

土
木
及
水
利
費

紳
枇
及
寺
院
費

備

円

一
五
、
二
三
一
二
、
大
一
三

六
、
六
九

O
、
一
八
八

三
、
九
一
七
、
=
一
三
七

百

一
六
・
七
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O

書寄

費

九
・
四

3尉~~.:.
務
Jk 

!.t:: 
事
務

費所
費

、、
I国/1.，
O 六
O 六

-1:0 -一
九九
五四
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心n

合

計

凶

一

、

六

七

八

、

二

五

O

一
0
0

部
落
協
議
費
の
財
源
は
寄
附
金
或
は
部
落
有
財
産
よ
り
の
軟
入
に
依

る
場
合
も
あ
る
が
、
遁
常
は
寵
接
部
落
民
に
賦
課
す
る
方
訟
を
と
り

て
ゐ
る
。
即
一
土
地
又
は
穏
を
標
準
と
す
る
も
白
(
地
偵
割
・
段
別

割
・
積
一
銅
剣
等
)
同
資
力
を
標
準
・
と
す
る
も
の
(
資
力
割
・
見
立
割
等
)

~
一
一
生
産
を
標
準
と
す
る
も
の
(
生
産
割
・
牧
繭
割
等
)
側
家
屋
戸
致
を

標
準
と
す
る
も
の
(
牛
等
割
・
戸
数
割
・
家
屋
割
等
)
五
人
畜
を
標
準
k

す
る
も
り
(
人
頭
割
・
牛
馬
割
)
同
氏
子
檀
徒
を
標
準
と
す
る
も
の

(
氏
子
割
・
極
徒
制
等
)
等
白
方
法
に
依
っ
て
部
落
民
に
負
矯
せ
し
め

て
ゐ
る
。

口(二)
古標
川準
村的
を長
選村
ん
L 。調

賓
の
針
象
と
し
て
は
特
に
兵
庫
懸
美
裳
那

日
資
料
は
内
務
省
が
昭
和
九
年
度
の
事

寅
に
就
い
て
全
国
に
瓦
っ
て
行
っ
た
標
準
的
長
山
漁
村
財
政
調

農林省農務局、農村及び都市の負携挫財政歎祝m日査の椴l要(昭和l九年度)昭和
十一年一月
内務省地方局、地方財政概要(昭和十年度)
汐見博士、前調書
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査
及
び
行
政
調
査
の
結
換
を
用
ふ
る
事
と
し
た
。

日
吉
川
村
は

此
等
の
剥
俊
一
に
常
っ
て
兵
庫
燃
に
於
け
る
標
準
的
農
村
冒
と
し
て

選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
で
口
吉
川
村
は
線
戸
数
五
百
七

十
戸
中
そ
の
七
割
迄
が
農
耕
に
従
事
し
て
ゐ
る
。
生
産
額
に
於

℃
も
農
耕
産
が
最
も
市
一
安
た
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
副
総
生
産

額
約
四
十
八
高
闘
中
約
三
十
三
高
闘
が
農
耕
に
依
っ
て
ゐ
る

ゆ
で
あ
る
。
従
っ
て
完
全
な
純
農
村
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
同
き

る
。
只
年
々
深
川

H

一!f一
つ
米
の
大
下
位
消
米
首
ど
し
て
灘
地
方
に
古
賀

ド
「
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1
1
1

t五
日
t
J
く
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h
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吋
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刊
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ト
S

140車
み
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吋

U
E
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打
打
む
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1
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ι
卜
ト
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4
4
4
L
T
t
Iイ
寸

し
て
ゐ
る
事
、
明
治
四
十
三
年
に
優
良
農
村
と
し
て
内
務
大
臣

の
表
彰
を
受
け
た
事
等
が
同
村
の
特
長
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
内

務
省
は
標
準
的
農
山
漁
付
を
各
府
間
柄
に
就
い
て
選
ぶ
に
営
っ
て

は
、
貧
村
に
も
非
・
Jr宮
裕
付
に
も
あ
ら
ざ
る
も
の
守
求
め
た
。

従
っ
て
口
吉
川
に
於
け
る
調
賓
は
あ
る
意
味
に
於
て
全
国
農
村

の
平
均
的
友
委
を
一
示
す
も
の
と
し
て
、
或
は
全
闘
農
村
の
一
一
緒

闘
と
見
る
事
が
出
き
る
筈
で
あ
る
。

部
落
協
議
費
負
嬉

農
民
の
稜
外
負
携

一
村
財
政
の
概
要
村
氏
の
部
落
協
議
費
負
擦
を
見
る
に
先
立

っ
て
、
一
一
際
村
財
政
の
犬
要
を
川
崎
解
し
て
沿
〈
必
要
が
あ
る
。

イ
経
費
・
歳
入
村
財
政
の
大
要
を
教
へ
る
可
き
資
料
と
し

て
、
そ
の
経
費
並
び
に
歳
入
を
昭
和
九
年
度
決
算
に
就
い
て
示

せ
ば
次
の
如
く
で
る
る
。

(i) 
合神経
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場
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農
業
補
習
皐

校
費

事

事

諸

費

青
年
訓
練
所
費

俸
染
病
海
防
費

隔
離
病
合
費

勧

業

諸

費

地
方
改
良
費

(ii) 
歳

入

財

産

枚

入

使
用
料
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手
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金

凶
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渡
金
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震
民
の
枕
外
負
櫓

閥
席
補
助
金

越

金

五
三
八

二
、
八
八
二

計
二
九
、
二
六
八

合

事長
印
税
究
に
於
て
は
小
山
内
千
校
費
と
役
場
費
と
に
依
っ
て
総
額
の

三
分
の
二
を
占
め
て
ゐ
る
。
小
山
学
校
突
の
み
に
依
つ
で
も
線
粧

品
買
の
宇
舗
を
占
め
て
ゐ
る
。
小
事
校
費
の
大
部
分
は
所
謂
委
任

事
務
費
に
局
す
る
も
の
で
あ
る
。

役
場
山
氏
の
巾
に
も
委
任
事
務
費
に
泌
す
可
ぎ
部
分
が
λ

品
川
北

v~> 

1!I'， 
67:l 

~，r( 
!~~Ii 

V:i 

;;!巴

fle 

，当

官L
ヨT
:Oi 

か
た
り
に
上
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
全
闘
の
農
村
財
政
の
例
に
洩

れ
や
、
所
謂
委
任
事
務
費
が
村
財
政
に
と
っ
て
可
友
り
の
負
捨

と
在
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
が
出
き
る
。

歳
入
に
於
て
は
村
税
牧
入
が
線
歳
入
の
半
額
に
上
っ
て
ゐ

る
。
之
に
次
ぐ
も
の
は
市
町
村
義
務
教
育
費
闘
庫
負
捨
法
に
基

い
て
同
席
よ
り
支
給
せ
ら
れ
る
悶
庫
下
渡
金
並
び
に
共
の
他
上

競
圏
陣
よ
り
支
給
せ
ら
れ
る
補
助
金
牧
入
で
あ
る
。
従
っ
て
村

財
政
は
一
方
に
於
℃
は
所
謂
委
任
事
務
費
に
依
っ
て
可
な
り
の

重
慶
を
感
じ
っ
a
A

も
、
他
方
に
於
て
は
上
級
圏
賠
よ
り
の
、
補

助
金
に
依
っ
て
或
程
度
潤
ほ
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ロ
租
税
負
擦
村
民
の
経
済
生
活
を
競
っ
て
、
図
税
鐙
系
・

J宝

第
四
十
回
答

四
七
八

第

銃

j凡

牒
税
鰭
系
・
村
税
慌
系
が
る
る
。
彼
等
の
経
済
生
活
が
此
佐
一
寸
の

租
税
酷
系
の
課
税
物
件
と
交
錯
す
る
毎
に
夫
K

の
租
税
を
負
捨

す
る
。
然
し
て
村
氏
の
負
拾
す
る
租
税
額
は
昭
和
九
年
定
於

て
次
の
様
な
割
合
に
一
な
っ
て
ゐ
る
。
闘
税
に
は
直
接
闘
税
の
他

に
間
接
岡
剛
税
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
間
接
図
税
は
持
嫁
の
過
程
を

通
じ
て
負
拾
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
負
捻
翻
は
惣
雑
及
計
算

(7) 

;B~ 

u台
め
7-

I刊J
.'、

る
も
，~) 
Eユ

あ
::':1 。

税
負
援
と
し
て
は
直
接
図
税
に
闘
す
る
数
字
の
み
を
掲
げ
た
。

六、

O
六
九

四
三
九

二
四
五

六
、
七
五
三

八
、
七
七
九

七
O
穴

一
、
七
九
七

五
九
五

一
一
、
八
七
七

回
、
四
回
三

七
、
四
九
三

一一一五一

一
、
六
七
一

直
接
同
校

地

続租

l'Jf 

千号

そ

の

他

Y語

ム下舌
白地

租
附
加
校

及
特
別
地
税

家

屋

校

雑

種

税

聖堂

そ

。D
イill

キ寸

地
租
・
特
別

地
税
附
加
続

戸

数

割

家
屋
税
附
加
税

雑
種
税
附
加
殺

校

1~~ 
'ご〕
』て

止1:
，~~~ 

l 土
問

。ノ
.0  

ー」ノ、-. 
Jシ0
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一一一一一一一一

四
、
二
九
一

二
一
、
九
ニ
一

四
一
一
一
%

一ccμ

ーっ

合

計計

更
に
之
伊
↓
一
戸
山
一
品
に
就
い
て
見
れ
ば
立
接
関
税
卜
一
圃
八
十

四
銭
・
燃
校
二
十
回
八
十
三
銭
・
付
税
二
十
五
周
七
銭
棉
計
五

十
七
倒
七
十
五
銭
と
な
っ
て
ゐ
る
。
'
凶
租
枕
負
，
揺
中
最
も
大
友

る
部
分
を
山
め
一
て
ゐ
る
の
は
村
枕
で
あ
り
.
之
に
次
い
で
燃
税
・

山
一
岐
川
附
慌
の
順
一
市
と
な
っ
て
お
る
。

v 

f 
1:)了

J
J
1
2
J
I
1
4
t
ι

日

》

J

1
向

H

，
l
h羽
コ

叶

1
向
け

l
Nつ

'
J
1
7
/
川
河
a

加
従
に
闘
す
る
土
地
負
捨
が

一
九
.
二
九
一
闘
に
上
り
第
一
位

に
t
u
り
、
戸
数
割
・
雑
種
枕
及
び
そ
の
附
加
枕
が
夫
々
七
、
四
九

三
園
・
=
一
、
四
六
八
闘
で
之
に
次
い
で
ゐ
る
。

ハ
叫
仇
外
負
捨
村
氏
は
此
等
の
祖
枕
の
他
に
、
村
長
命
日
・
部
落

協
議
費
・
養
滋
賀
行
制
合
・
出
荷
組
合
，
・
青
年
閣
等
に
闘
す
る
所

調
税
外
負
捨
を
諜
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
次
去
の
如
く
で
あ
る
。

二
、
六
八
五

一一一八
七
八

村

投

合

養
鍾
賀
行
組
合

背

年

、
一九
O 二
o -ifJ 

部
落
協
議
費

問

荷

組

合

関

此
等
除
外
負
捨
中
に
於
て
最
も
大
き
な
部
分
を
占
め
て
ゐ
る

農
民
の
務
外
負
携

の
は
部
落
協
議
費
で
あ
る
。
之
を
租
税
負
擦
と
比
較
す
る
も
部

落
協
議
費
は
村
税
負
捨
に
夫
前
A¥
燃
慌
及
び
直
接
閤
税
の
上
に

古百 あ
}客(ニ)る
が部
夫落
々協
=rm議
落費
協負
議捻
費
を
文
出
す
る

事
に:
依
〈コ
ーc
士官
落
Jl;j 
止k

口
吉
川
村
は
十
七
部
薄
に
介
れ
、
-
各

を
皆
む
と
比
八
に
、
村
財
政
か
ら
は
み
出
し
た
部
分
を
賄
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
部
落
協
議
突
の
内
容
は
土
木
費
・
勧
業
党
・
教
育

岬

H
J
桝
j
J

備
品
川
ム
前
生
仲
了
枇
守
党
の
六
攻
日
に
分
期
さ
れ
、

先
々

'に
)
Y
A
主
山
抗
ヘ

F4ce--
》

1
f
f
d
z
u》

一」〆一
μ
V
L
φ
l
3
H
r
1
司ユ
l
t
v
H
V
a
b
u
-
-
q

叩

6

4

土

木

費

勧

業

費

数

育

費

鋒

備

費

衛

生

資

祉

寺

貸

直
路
・
河
川
・
澗
池
の
修
縦
等

害
虫
畑
掘
除
・
部
落
共
同
農
具
購
入
等

児
童
の
翠
校
備
品
購
入
等

消
防
用
費
用
・
ポ
ン
プ
の
修
繕
等

侍
染
病
患
者
に
閲
す
る
費
用

枇
寺
町
修
築
・
寄
附
そ
の
他
祭
典
等
に
閥
ナ
る
費
用

等

然
し
て
此
等
の
費
用
は
戸
数
刻
・
地
租
訓
・
段
別
別
・
戸
別
制

等
の
方
法
に
依
っ
て
原
則
と
し
て
部
落
民
に
賦
課
さ
れ
て
ゐ

る
。
各
部
落
は
協
議
費
を
賦
課
す
る
に
蛍
っ
て
夫
々
夫
の
校
友

方
法
令
一
採
用
し
て
ゐ
る
。

第
四
十
四
巻

四
七
九

第

鋭

大」



農
民
の
税
外
負
槍

久
次
(
戸
数
割
・
段
別
割
)
・
旦
脇
(
地
租
割
・
段
別
割
・
戸
数
割
)
・
模
(
戸

数
割
・
地
租
割
)
・
吉
群
寺
(
戸
数
割
・
地
租
割
)
・
馬
場
(
戸
数
割
・
段
別

割
)
・
蓮
花
寺
(
戸
薮
割
・
段
別
割
)
・
束
中
(
戸
数
割
・
段

別
割
)
・
西
中
(
地
租
割
・
段
別
割
・
戸
数
割
)
・
白
川
(
地

租
割
・
段
別
割
)
・
保
木
(
地
租
割
・
戸
数
割
・
段
別
割
)

梼
原
(
戸
数
割
。
段
別
割

γ
東
(
戸
数
割
・
段
別
割
)

大
島
(
段
別
訓
・
地
組
訓
・
戸
数
割

γ
芸
品
料
寺

、
宮
崎

P
R卜
守
口
万

削

t
p教
訓

γ
初
版
(
戸
数
削
船
地
粗
削

γ
殿
州
(
戸

川
Ha
泊
リ
山
町
4
ι
ν

入
川
1
1
h
H
H比
叶
叶
，

J
'
U川
足
、
仙
託
叫
吋
リ
d
L
1
bへ
川
市

p
h
4
1
r
u
F
Y
吟
唱

4
s
r
H
L
A
4
f
t
r
、
十
小
町
ド

r
n
t
ι
y
J
』

F
F
刊
喝

dJr

戸
数
割
は
村
役
戸
数
制
を
賦
課
襟
咋
市
と
す
る
も

の
で
る
る
。

五
は
Y
戸
数
割
に
針
ず
る
部
落
附
加

税
と
も
一
五
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
。
戸
別
訓
は
各
戸

に
平
等
に
負
捨
を
制
り
故
て
る
も
の
で
あ
る
。

租
剣
及
び
段
別
割
は
中
八
有
地
租
額
及
び
部
落
内
に

所
有
す
る
耕
地
両
積
を
基
準
と
し
て
賦
課
す
る
も

の
で
る
る
。
従
っ
て
此
等
の
方
法
に
依
る
時
は
部

落
外
の
J
J
地
所
わ
者
に
射
し
で
も
部
落
協
議
費
が

賦
課
さ
れ
る
事
に
な
る
。
然
し
乍
ら
一
阪
此
の
貼

を
考
慮
外
に
置
き
、
各
部
落
の
部
落
費
が
夫
々
の 土也

剖;

F喜

7， H

ヨ
巳

I
C

体作土
日
酔
寺

ム九j
 

菩
群
寺
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H
晶

一一
d

蓮
花
寺
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第
四
十
四
巻

四
八

O

雰L

量主

部
落
兵
に
賦
課
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
、

四
O 

中
へ
々
の
部
落
協
議

資
負
捨
微
を
算
川
す
れ
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
(
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教
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費土
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、

口
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、
宅
一

芳己= c， Eヨ
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五
七
口

七
、
四
五
五
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ー一. 
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費留1
業:

，、
チじ

古〔口口

S
3

』，
Eヨ
Cコ
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Cコ
cコ

五
七
回

ヨ正
三三

四
五
九

ノ、
'" 

〔二J
) U 

主主
) さ

とまι
士一
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五
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費教
育
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己。宅忌

〕プLノ九五ァ、ノ、豆王五
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五
・
八
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戸ミ
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支』

E司
豆正ヨ

〕

ノ、
ミコ支.lニニに二

基
)

Z国
己

戸、
= 

費 衛
生;

!(~枇
寄

ー、-'C;.:l ノ、、弓"" ヨci.ノ、
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ニ
ニ
五

六

五

七

一

七
三
ニ
、
五
口
白
一
一
、
九
ニ

互Zヨ三-... 

-ノ、
合
計

七
八
五

二
、
一
九
九
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泊
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/、
Cコ

占
凡
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大
田
Z
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一
戸
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負
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九
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一
-

I~ 
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一
己
・
九
七
一

生
4
p
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〈

-
五
・
口

d
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E
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一
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1
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Z
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六
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一
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六
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コ
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一
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口
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前
表
に
依
っ
て
之
を
見
れ
ば
、

日
吉
川
村
民
の
部
落
協
議
資

一
戸
賞
負
権
額
は
二
十
闘
九
十
一
銭
で
あ
る
。
旦
保
本
部
落
の

一
戸
市
品
負
携
額
四
十
一
闘
五
十
銭
を
最
高
と
し
、
士
口
群
寺
部
落

の
一
戸
営
負
捲
樹
九
回
五
十
銭
を
最
低
と
し
で
ゐ
る
。
部
落
協

議
費
は
原
則
と
し
て
部
落
内
の
事
業
の
矯
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、

大
友
る
側
聞
を
支
出
し
て
ゐ
る
部
落
に
於
て
は
、

夫
丈
大
た
る
施
設
を
部
落
川
北
が
亨
交
し
て
ゐ
る
と
も
月
へ
ら
れ

る
。
然
し
乍
ら
夫
は
山
一
い
川
然
部
荒
川
パ
に
依
っ
て
負
婚
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
.
他
面
に
於
て
は
夫
丈
部
落
氏
の
絞
済
生
活
を
廊

迫
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
き
る
。
殊
に
一
戸
常
総
租

税
負
捲
が
約
六
十
回
友
る
に
封
し
て
、
保
木
部
落
の
如
き
部
落

協
議
費
負
捨
瀬
が
約
四
十
闘
に
上
っ
て
ゐ
る
事
は
注
窓
す
べ
き

事
費
で
あ
る
。

次
に
部
落
協
議
貸
中
に
於
て
最
も
市
町
一
安
な
部
分
を
占
め
て
ゐ

る
の
は
土
木
費
で
あ
り
、
之
に
弐
ぐ
も
の
が
枇
手
突
で
あ
る
。

卸
士
木
費
は
六
二
・
五
%
・
枇
寺
費
は
一
二
-
八
%
に
上
っ
て
ゐ

る
。
之
に
次
い
で
勧
業
費
六
・
一
%
・
警
備
費
五
・
八
%
・
教
育
費

一
一
・
一
%
・
衛
生
費
了
四
忽
の
順
序
と
な
っ
て
ゐ
る
。

農
民
の
税
外
負
携

土
木
費
の
中
に
は
部
落
有
溜
池
の
修
築
の
如
く
営
然
部
落
の

負
櫓
す
ぺ
き
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
常
然
付
財
政
に
依

っ
て
負
捨
さ
る
可
き
部
分
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
へ

ば
部
落
に
関
係
の
あ
る
道
路
に
闘
す
る
費
用
の
如
き
ず
ぺ
で
部

落
協
議
費
陀
依
っ
て
支
排
す
べ
き
事
と
友
っ
て
ゐ
る
。
部
村
財

政
か
ら
は
み
向
し
て
部
落
に
樽
嫁
さ
れ
た
部
分
が
合
ま
れ
、
そ

の
結
果
同
閉
め
て
大
た
る
制
刊
に
上
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

、a
l

カ
弘
之

場
合
に
は
之
代
件
ふ
都
市
附
同
の
向
民
権
は
か
く
れ
た
組
税
負
除
と

ー
で
の
料
開
口
を
多
分
に
帯
び
て
ゐ
7
4
3

部
落
協
議
費
に
閲
す
る
問
題

以
上
農
民
の
部
落
協
議
費
負
擦
の
一
事
例
左
し
て
兵
庫
燃
の

一
農
村
に
闘
す
る
寅
情
を
見
た
。
も
と
よ
り
之
は
一
農
村
に
閥

す
る
賓
情
に
過
ぎ
た
い
。
然
し
乍
ら
此
庖
K
揮
ん
だ
口
吉
川
村

は
内
務
省
の
調
資
に
於
て
標
準
的
農
村
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
以
て
全
闘
農
村
の
事
情
を
も
類
推
す

る
事
が
許
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

従
来
部
落
協
議
費
に
闘
す
る
研
究
は
殆
ど
行
は
れ
た
事
が
た

第
四
十
四
巻

第
三
競

I司
丹、

四



農
民
の
税
外
負
櫓

か
っ
た
。
に
も
拘
ら
や

J

部
落
協
議
費
負
捨
は
農
民
の
粧
消
生
活

に
於
て
は
、
従
来
し
を
り
に
論
議
さ
れ
た
租
税
負
捻
に
も
劣
ら

や
桜
め
て
重
要
な
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
口

吉
川
村
に
於
て
は
直
接
園
税
・
将
校
・
村
税
の
一
戸
山
口
同
負
捨
領
が

夫
々
十
一
闘
八
十
四
銭
・
二
十
闘
八
十
一
ニ
銭
昨
二
十
五
凶
七
銭
た

る
に
到
し
て
部
刊
治
協
議
費
の
一
戸
川
品
負
拾
制
は
一
一
十
同
九
十
一

町
民
こ
ト
し
コ
「
一
人
「
d
F
J
o

-
-
;
叩

J
4
，

且
部
落
協
議
費
の
巾
に
あ
っ
て
も
段
も
大
な
る
割
合
を
占
め

て
ゐ
る
の
は
土
木
費
で
あ
る
。
此
の
事
寅
は
地
方
財
政
概
要
に

従
っ
て
全
国
の
賓
情
に
就
い
て
見
る
も
全
く
同
様
で
る
る
。
土

木
費
の
中
に
は
闘
或
は
鯨
の
支
排
す
ぺ
き
も
の
、
或
は
村
財
政

に
依
っ
て
首
然
賄
は
る
可
き
部
分
が
多
分
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
土
木
費
に
限
ら
や
そ
の
他
の
費
目
に
あ
っ
て
も
村
財

政
か
ら
は
み
出
し
て
部
落
に
勝
嫁
さ
れ
た
部
分
の
る
る
事
は
疑

無
い
事
責
で
る
る
。
従
っ
て
た
と
へ
村
財
政
に
於
て
粧
品
耳
が
節

減
さ
れ
、
之
に
仲
っ
て
村
税
負
捨
が
軽
減
さ
れ
た
と
し
て
も
、

或
は
近
く
行
は
れ
る
可
き
税
制
整
理
の
結
果
村
税
負
捨
が
軽
減

さ
れ
た
と
し
て
も
、
村
財
政
に
依
っ
て
営
然
支
緋
さ
れ
る
可
き

第
四
十
四
巻

四
月、

第

銃

四

部
分
が
部
落
協
議
費
の
中
に
料
放
さ
れ
、
部
落
民
に
依
っ
て
負

捨
さ
れ
た
る
事
と
た
れ
ば
‘
農
民
の
租
枕
負
捨
は
賞
質
上
に
於

て
は
決
し
て
軽
減
さ
れ
た
事
に
は
た
ら
な
い
。
租
税
が
形
を
が
九

へ
て
負
捻
さ
れ
た
事
に
た
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
村
財
政
の
内

六
円
乃
五
村
氏
の
租
税
負
絡
は
部
υ洛
協
議
場
(
所
も
併
せ
て
考
慮
γ

る
事
に
ル
い
っ
て
、
始
め
て
そ
の
規
椴
乃
渠
内
容
が
明
瞭
に
一

T
d

~1~ 
;;;:1 

C') 

ーじ，b 
，る

更
に
又
他
方
に
あ
っ
て
は
部
落
協
一
議
費
そ
の
も
の
に
闘
し
で

も
、
巳
に
汐
見
博
士
に
依
っ
て
提
供
さ
れ
た
U

寸
部
落
協
議
費

を
断
消
し
て
之
を
村
財
政
に
吸
収
せ
し
む
可
き
か
、
二
部
落
協

議
費
を
写
芳
し
村
財
政
の
一
部
を
割
い
て
之
を
部
落
協
議
費
に

加
へ
る
可
き
か
、
=
一
部
落
協
議
費
を
二
種
に
分
ち
一
を
協
議
費

と
し
て
存
頼
せ
し
め
、
他
を
村
財
政
に
包
含
せ
し
む
可
き
か
、

の
三
個
の
根
本
問
題
が
粥
来
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

本
割
査
は
出
早
術
振
興
合
の
援
助
に
依
ワ
て
行
づ
た
も
の
で
あ
る
。
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